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（９１）ページ 

 

F.行政コスト計算書の試算 

指摘事項 

 ごみ減量化の対策は採られているが，排出量は増加しており，ごみ処理経費も

増加傾向となっていることは大きな問題である。 

措  置 

事業系ごみについて，平成１８年度から処理手数料を９０円／１０㎏→１３０

円／１０㎏へアップするとともに分別の徹底による減量を業者に対し強く指導し

てきました。また，家庭系ごみについても，減量化についての啓発・ＰＲ活動を

継続し，排出抑制対策に努めてきました。 

この結果，ごみ排出量及びごみ処理経費は，下記のとおり減少しています。 

 

○ ごみ排出量 

平成１７年度 １８７，５２８ｔ 

平成１８年度 １９０，２３６ｔ 

平成１９年度 １８５，８６２ｔ 

平成２０年度 １７８，６４２ｔ 

平成２１年度 １７３，３８３ｔ 

平成２２年度 １７０，１０３ｔ 

 

○ ごみ処理経費 

平成１７年度 ５，４３６，１０５千円 

平成１８年度 ５，３８３，７５３千円 

平成１９年度 ５，３２４，２１３千円 

平成２０年度 ５，３６３，４２３千円 

平成２１年度 ５，２８６，８５３千円 

平成２２年度 ５，１５９，３８３千円 

               （通知日：平成24年1月24日 公表日：平成24年1月27日） 


